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同
月毎rs

、、
一

衆
議
附
議
院
総
選
挙
に
際
し
て

川
一
調
製
す
る
補
充
名
仰
は
、
つ
ぎ
の

.2
要
領
で
調
型
q
Jる
こ
と
に
な
っ
て

い
同
一
お
り
ま
す
の
で
、
資
格
に
該
当
す

仏
一
る
人
は
、
申
請
期
間
巾
に
、
も
れ

刊

♂
な
く
申
泊
し
て
く
だ
さ
い
。

年

間

な

お

、

m-請
さ
は
、

申
請

5
仏

期

間

最

税

目
。
十
一
月
七

M
川一

日
午

後
一息

時
を

4
5
て
か

d
自

ら
の
一党
付
け
は

絶

対

い
た

I

和一

し
主
せ
ん

の
で
、
乙
川

畑
一
く
に
ζ
注
意
く
だ
さ
い
。

①
資
格

の
あ
る
人

¥。
ノ

F
F

、、

完了[投
の票

4ト均台雪HA、
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〔畝さつ説 挙今
ーと;れ ぎ会 tこ 衆
班来まのがお議
~ r隠す日 、 け Il:ié
-トくのす妥当る Z義
ーだでで市立貝
月さ 、聞で会総、
三 い多悩は 演 選

日
午
後
七
時
か
ら
竹
松
小
学
校

十
一
月
十
五
日
午
後
七
時
か
ら

大
村
市
中
央
公
民
舘

〔
ニ
班
〕
十
一
月
九
日
午
後

七
時
か
ら
竹
松
小
学
校

十
一
月
十
六
日
午
後
七
時
か
ら

大
村
市
中
央
公
民
舘

間~:~ 

1!:~，lj 
jg 
j;g 
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
と

B
C
G
接
種
目

大
料
保
健
所
で
実
施
し
て
い

る
十

一
月
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
お

よ
び

μ
じ
む
接
種
目
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

(毎
月
第
二

月
曜
日
と
第
二
水
晦
日
で
す
)

ム
十
一
月
七
日
午
前
九
時
か
ら

十
一
時
ま
で
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接

種
目
ム
十
一
月
九
日
午
前
九
時
か
ら

十
一
時
ま
で

μ
C
U
接
種
目

(大
村
保
健
所
)

入
場
券
は
属
き
ま
乙
た
か

補
充
名
簿
の
登
録
申
請
は
七
日
ま
で

十

月

二

十

四

日

解

散

に

な

り

ま

し

た

衆

議

院

議

員

の

総

選

挙

は

、

+

月

三

十

日

の

公

引
揚
者
国
債
を
担
保

示

で

、

十

一

月

二

十

日

に

行

な

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

ま

た

、

最

高

裁

判

所

裁

判

官

邑

民

審

査

投

票

も

同

時

に

行

な

わ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま
す
。

に
生
業
資
金
を
貸
付

こ

の

選

挙

に

お

け

る

補

充

選

挙

人

名

径

の

調

製

要

領

や

不

在

者

投

票

の

取

扱

い

な

ど

ハ
十

一

月

二

十

七

引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
に

し
て
生
業
資
金
が
貸
付
け
ら
れ

ま
す
の
で
希
望
者
は
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ム
貸
付
の
対
象

生

活
困
問
者

高
令
者
、
母
子
家
庭
な
と
で
他

か
ら
生
業
資
金
の
借
入
れ
が
困

難
な
も
の

日
¥ーノ

に

つ

き
ま

し

て

は

、

衆

議

院

議

員

総

選

挙

特

集

「

選

挙

だ

よ

り
」

に

よ

り

お

知

ら

せ

い
た

し

て

お

り

ま

す

が

、

お

も

な

と

こ

ろ

を

再

度

掲

載

い

た

し
ま

す

の

で

、
手

続

き

な

ど

を

お

ま

ち

が

い

に

な

ら

な

い

よ

う

お

願

い

い
た

し

ま

す

。

，
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補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製

十 昭
一和
日 三
ま.十
:す 五
年年
村 七

Eり
庄 一

所
を
ば
め
た
尚
二
十
才
以
上
の

者

(
昭
和
十
五

年
十

一

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
)

で
、
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
剥

製
の
基
本
選
挙
人
名
仰
に
登
録

資
制
が
な
か
っ
た
人
及
び
笠
銀

資
脳
が
あ
っ
て
段
録
も
れ
の
人

(
入
場
券
が
十

一
月

一
日
ζ
ろ

ま
で
に
凶
い
て
お
ら
な
い
人
は

名
刈
の
段
似
も
れ
と
出
わ
れ
ま

す
の
で
、
至仏国
選
挙
也
副
委
員

会
事
務
同
ま
た
は
凶
除
出
張
附

ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

十

一一
月
七
日
午
後
五
時
ま
で
に

中
し
山
の
場
合
は
、
補
充
名
簿

の
登
録
手
続
き
が
で
き
ま
す
)

十

一
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
九
日

ま
で
な
お
、
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
日
晦
休

日
も
合
み
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
、
投
票
の
公
正

大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
一選
挙
人
が
投
票
日
の
当
日
つ
ぎ
に
一

①
病
気
、
負
傷
、
妊
娠
、
不
具
一
を
期
す
る
た
め
、
一
定
様
式
の
証

局
(
市
役
所
正
門
前
)
ま
た
は
一
か
か
げ
る
よ
う
な
宮
で
、
投
票
一も
し
く
は
産
仰
に
あ
る
た
め
歩
行
一
明
書
の
提
出
な
ど
、
必
童
小
限

関

系

出

張

所

一

所

に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
場
合
一が
い
ち
じ
る
し
く
悶
縦
で
あ
る
と
一
度
の
手
続
き
が
い
り
ま
す
が
、
そ

(
申
請
書
用
紙
は
備
え
つ
け
て
一
は
、
多
り
か
じ
め
投
票
す
る
乙
と
一き
(
乙
の
場
合
在
宅
投
票
は
で
き
一
れ
ほ
ど
耐
倒
な
も
の
で
あ
り
ま
せ

お

り

ま

す

。

)

一

が

で

き
ま
す
。

一ま
せ
ん
。

)

一

λ

一
一1

4

0

u

一
・

・

一
右
の
よ
う
な
事
自
に
該
当
す
る
場

一

七

日

ま

で

に

一

一

…

不
在
者
投
票
の

…
一
…

不
在
者
投
票
の

一
・一
合
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一

で
き
る
事
由

一
一

で
き
る
期
間

一
へ
お
た
ず
ね
の
う
え
、
貴
重
な
一

中
名

怨

の

確

認

を

川

一

一

一

一

一

一票
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
活
用
い
た
し
ま

十
一
月
一
日
か
ら
十

一
月

一
①
大
村
市
外
に
お
い
て
職
務
ま
一

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙

τょう
。

七
日
ま
で
、
現
在
有
効
な
選
挙
一
た
は
業
務
に
従
事
中
で
あ
る
と
き
一十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
十
九
日
一
な
お
、
お

合
せ
は
、
電
話
(
直

人
名
簿
を

一
般
の
閲
覧
仁
供
し
ま
一
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
一
ま

で

一

通

一
O
四
二
番
ま
た
は
七
五
O

す
の
で
、
名
簿
登
録
の
有
無
を
ぜ
一
事
故
の
た
め
大
村
市
外
に
旅
行
中

一

①
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
一
番
)
で
も
結
構
で
す
。

十
一
月
一
日
か
ら
十
ご
ひ
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。
一
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
と
き
。
一
査
投
票

一

一
十
日
午
前
七
時
に
サ
イ
レ
ン
を

な
お
、
本
年
六
月
ご
ろ
各
位
憎

か
ら
選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
制

査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
乙
の
資
格
調
査
票
は

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
昨

年
六
月
十
六
日
以
降
、
本
年
七

月
三
十
一
日
ま
で
に
大
村
市
に

住
所
を
定
め
た
人
で
、
満
二
十

才
以
上
の
人
は
必
ず
登
録
申
請

の
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ

登
録
申
請
を
行
な
わ
な

い
場
合
は
名
簿
に
登
録

さ
れ
ず
投
票
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

こ
の
点
と
く
に

一注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

② 

申

請

期

間

衆
議
院
議
員
総
選
挙
投
票
日
の
十

月
七
日
ま
で

(
日
曜
、
祭

日
を
含
み
ま
す
。
時
間
は
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
)③ 

申

請

場

所

-・・・・圃

月

こ
ん
な
人
は

不
在
者
投
票
を

ム
申
込
期
日

でム
申
込
万
法
米
穀
通
帳
お
よ

び
国
債
と
印
艦
を
持
参
の
う
え

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

(
申
込
書
は
福
祉
事
務
所
に
準

備
し
て
あ
り
ま
す
)

ム
貸
付
金
額
貸
付
頼
は
国
債

の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
元
金

残
額
の
九
割
で
一
世
帯
五
万
円

以
内

十

一
月
十
日
ま

ム
貸
付
期
限
と
利
率

①
期
限

H
五
カ
年
@
利
率
H
年
六
分

な
お
、
貸
付
資
金
に
は
剖
当
に

限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込

者
全
部
に
貸
付
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

(福
祉
事
務
所
)

日
日
か
ら
妊
婦
学
級

大
村
保
健
所
で
は
第
三
回
の

妊
婦
学
級
を
聞
き
ま
す
の
で、

初
妊
婦
の
か
た
の
多
数
参
加
を

望
ん
で
い
ま
す
。

ム
場
所
大
村
保
健
所

ム
期
間
十
一
月
十
五
日
か
ら

〔
男
子
〕
ム
岐
阜
県

・
耐
火
煉

瓦
工

・
一ニ
O
才
ま
で

・
月
収
手
取

八
、
四
O
O円
(
二
五
才
)

こ
の
た
び
被
爆
者
健
康
手
帳
が

ム

県

内

・
探
炭
犬

・
四
五
才
ま

更
新
さ
れ
ま
す
が
、
新
し
い
手
帳
で

・
日
給
八

O
O円

労

働

問

題

の

講

習

会

が
届
き
ま
レ
た
の
で
、
印
鑑
持
参
ム
市
内

・
配
達
夫

・
小
型
運
転

県
労
政
事
務
所
で
は
、
中
小
の
う
え
市
福
州
事
務
以前
で
お
受
り

芋

・
ト
ラ
ソ
ク
助
手

・
配
合
工

・

企

業

の

労

使

関

係

を

中

心

と

す

取

り

く

だ

さ

い

。

機

械

工

(経
験
工
)

・
外
務
員
他

多
数

る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
正

(福
祉
事
務
所
)

パ
女
子
〕
ム
愛
知
県

・
織
布
工

し
い
考
え
方
や
、
あ
り
方
な
ど

社
会
福
祉
事
業
費
に
容
付
・

補
修
工

・
一ニ
十
才
ま
で

・
月
収

実
際
的
な
知
識
を
も
っ
て
も
ら

ー

手

取

四

、
0
0
0円
以
上

う
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
講
市
内
杭
出
棒
鋼
八
七

O
番
地
田
ム
岐
阜
県

・
維
製
工
・
二
O
才

習
会
を
開
催
し
ま
ダ
の
で
、
事

野
純
三
氏
か
ら
と
令
室
故
ぶ
ん
さ

，ま
で

・
月
収
手
取
凶
、
0
0
0円

業
主
お
よ
び
労
働
担
当
者
は
、

ん
の
生
前
よ
り
の
ど
意
志
に
よ
り
ム
県
内

・
洋
裁
帥
(
経
験
、
末

多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
大
村
市
社
会
福
祉
事
業
費
へ
三
十
経
験
)
三
O
才
ま
で

ム
日
時
日
十
一
月
十
二
日
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
ム
事
務
員

・
白
員

・
澱
粉
工

(土
)
午
後

一
時
t
五

時

た

。

(

大

村

公

共

職

業

安

定

所

)

一

ゴ

ミ

箱

問

答

つ
け
る
の
を
見
か
け
系

、
も
的
に
処
分
で
き
る
汚
物
は
、
な
一

っ
と
〕
単
な
作
業
は
で
き
弘
ド

る
べ
く
自
ら
処
分
す
る
よ
う
に

骨

骨

最
近
、
住
民
の
か
た
が
た
か
も
の

か

。

つ

と
め
、
処
分
で
き
な
い
汚
物

…

川
ら
ご
み
の
搬
出
に
つ
い
て
の
質

〔

乙

た
え
〕
食
物
の
残
廃
物

に
つ
い
て
も
、
食
物
の
残
廃
物

い

日
問
、
苦
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
等
が
絹
の
底
に
付
着
し
、
容
易

と
、
そ
の
他
の
ご
み
は
別
の
容
一

一
の
で
、
お
答
え
す
る
と
と
も
に

に
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
器
に
集
め
、
市
町
村
の
行
な
う

川

一
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
点
も
合

が

、
乙
の
よ
う
な
時
は
逆
さ
に
汚
物
の
蚊
集
、
処
分
に
協
力
の

占

骨
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。
し
て
叩
か
な
い
と
汚
物
が
離
れ

る
よ
う
規
定
し
て
あ
り
ま
え

…

〔と
い
〕
ど
み
あ
取
っ
た
あ
な
い
乙
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
だ
が
っ
て
つ
ぎ
の
点
じ
つ

い

い
て
と
協
力
を
お
踊
い
い
た
し

ベ

+
N
3
3
i
t
i
t
;
i
i
i
j
t
i
i5
j
J

ま
す
。

…

な

ぜ

ふ

た

を

し

な

い

か

…

①

ど
み
箱
は
必
ず
舎

に

4

b

明う

3
2
5
2
5
2
1
i〉
t
3
1
1
1
1
5?t
t
i
i
i
~
え
る
。
ま
た
、
共
同
蹴
出
の
場

川

一
と
、
箱
を
立
て
か
け
「
ま
ま
で
容
出
の
取
り
扱
い
は
じ
ゅ
う
ぶ
合
は
そ
の
世
帯
数
に
応
じ
た
大

…

一
ふ
た
も
し
な
い
で
行
く
が
、
な
ん
庄
意
し
て
行
な
う
よ
う
い
た
き
さ
の
容
事
訴
え
る
。

一

②

食
物
の
残
腐
物
等
な
ま
も

川

日
ぜ
、
あ
ん
な
乙
と
を
す
る
の
か
し
て
お
り
ま
す
が
お
試
付
き

X

貝

の
類
は
、
な
る
べ
ぐ
ポ
リ
エ
チ
F

〔
乙
た
え
〕
ご
み
箱
の
中
が
の
点
は
係
ま
で
と
連
絡
冷
お
T

4

wb

レ
ン
袋
等
に
封
を
レ
て
、
ど
み
山

一
水
分
で
腐
敗
し
が
ち
で
す
か
ら
い
し
ま

す

。

箱

に
投
入
ヲ
る
υ

…
中
を
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
や
っ
特
別
清
附
地
域
内
で
は
、
消
①
灰
は
炭
俵
等
に
入
れ
、
金

?

一
て
お
り
ま

す

。

掃

法

に

も

制

定

し

て

あ

り

ま

9
属
類
、
ガ
ラ
ス
、
瀬
戸
物
等
も
一

一
〔
と
い
〕
ご
み
取
り
作
業
が

よ

，つ
に
、
住
民
の
方
々
什
焼
却
別
封
し
て
、
と
み
箱
の
備
に
出
川

…
非
常
に
手
荒
ら
で
、
箱
を
叩
き
埋
没
等
の
方
法
で
容
易
に
紺
生
す
。

4

毎
週
火
曜
日
(
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
三
時
三
十
分
ま
で
)
六

週
間
ム
前
議
内
容
①
妊
娠
中
の
住

理
①
妊
娠
中
の
衛
生
①
妊
械
産

搾
中
の
栄
養
④
お
産
の
準
備

③
お
産
の
経
過
⑥
赤
ち
ゃ
ん
の

衣
類
⑦
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
③
赤

ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
⑤
懇
談
会

く
わ
し
い
乙
と
は
大
村
保
健

所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

(大
村
保
健
所
)

中
小
企
業
関
係
の

玖
島
稲
荷
の
大
祭

ム
場
附
H
大
村
陶
工
会
議
附

ム
誹
川
口
長
大
助
教
授

川
崎

大
村
刊
社
境
内
の
以
島
稲
荷
神

文
治
長
崎
中
小
企
業
労
倒
相

炎
-T
上

ド

京

日

社

で

は

、
き
た
る
十
一
月
十
四
日

言
一f

i

2
H
-l

午
前
十

一
時
か
ら
秋
季
大
祭
を
執

ム
聴
一
対
料
、
テ
キ
ス
ト
代
は
取445，
り
行
な
う
の
で
、
一
般
の
参
加
を

米

望
ん
で
い
ま
す
。

ム
受
講
希
望
者
は
十

一
月
十
日

ま
で
に
商
工
会
議
所
に
申
し
乙

ん
で
く
だ
さ
い
。(尚
工
水
産
課
)

求
人
案
内

原
爆
手
帳
を
更
新

一一・

ー

ー

ーー一一血

分
間
連
続
な
ら
し
ま
す
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日
本
い
れ
前

ω内
山
位
、
復
制
は
、
一
ン
に
あ
と

一
以
に
川
っ
た
と
、
鹿
一
が
、
乙

ω農
協
の
貯
苔
巡
醐
一些
領
一
畜
産
に
つ
い
て
は
先
に
開
催
し
た

食
組

ω悶
川
山
給
以
-
を
向
め
る
い
μ

一林
省
で
は
本
年
産
ポ
作
川
を
発
表
一
の
真
先
じ
寸
近
山
吋
臼
本
経
済
自
由
一
一
歯
産
其
進
会
の
状
引
を
眺
め
る
と

外
に
万
年
は
あ
り
ま
ゼ
ん
ν

一し
て
い
ま
す
。

一

化
の
い
叫
扮
ド
ド
中
略
:
農
業
も
従
一
な
る
婦
と
者
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

乙
れ
は
終
戦

位
似
何
十

ω川
、
川
ぴ

一

こ
の
状
削
は
叫
一比いも
、
明
後
年
一
来

ω革
法
山
中
心
か
ら
泊
地
油
産
に
一
自
ら
そ
の
万
向
に
走
り
だ
し
た
と

つ
づ
り
ら
れ
て
さ
た
長
一
援
の
一
も
つ
づ
く
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
な

一
よ
る
中
悩
:
果
樹
、
酪
躍
の
導
一
い
う
感
に
r

っ
た
れ
ま
し
た
o

別
損

合
言
説
で
あ
り
、
そ
し
て
乙
の
一戸

る
と
、
米
に
つ
い
て
は
十
年
を
縦
一
入
試
い
は
生
庄
の
共
同
化
、
機
械
一
に
共
進
去
の
審
査
講
許
を
発
表
し

葉
は
凶
村

ω隅
々
ま
で
夜
透
し
ま
一
過
し
な
く
て
川
裂
を
よ
ま
わ
る
で

一導
入
に
よ
る
山
代
化
:
・:
農
村
賢
一
ま
し
た
の
で
再
読
し
て
く
だ
さ
い

し
た
ι

一
し
よ
う
。

一金
の
結
集
な
図
る
と
具
に
こ
れ
が
一

:

そ
の
た
め
農
は
、
米
、
妻
、

1
大
変
失
礼
な
話
で
申
訳
あ
り
ま
せ

一計
画
的
な
使
途
の
指
導
を
よ
り
を

将

来

の

産

地

は

藷
の
主
貧
増
産
に
、
あ
る
い
は
山

一ん
が
、
よ
く
現
記
の
出
協
は
、

一化
し
て
、
組
信
金
融
の
確
立
を
則
一

九

州

へ

野
を
切
開
辛
口
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
一
「
米
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
お
一せ
ん
」
と
辿
べ
て
あ
り
ま
す
。
一

一
二
年
の
実
収
高
を
見
る
と
約
四
七

一

一
一
万
果
樹
、
と
/¥
に
み
か
ん
に
つ

一

一

作
物
を
、
供
出
供
出
に
か
り
た
て
一
る
」
と
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
一

一

一

一
%
の
伸
び
で
あ
り
、
乙
れ
が
四
二

-

一
い
て
は
、.
ま
に
白
に
は
え
な
い
而

一

一

な

が

ら

も

、

戦

前

に

引

継

ぎ

巣

樹

一

一

一

一
年
の
同
様
は

一
凶
九
%
の
地
と
、

一

-一
が
多
い
の
で
、
そ
の
状
出
を
お
知

一

一

困
は
芸
州
に
、
花
き
を
楽
し
む
一

一
果

実

の

需

要

は

二

倍

以

上

に

一ら

u
し
ま
す
。

一

つ
ぎ
に
み
か
ん
の
生
産
計
画
三
申
告
二
倍
半
と
な
っ
て
い
ま
す
。

者
は
国
ぞ
く
の
よ
う
に
白
眼
視
さ

一一

一

一
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

(川
丘
凶
)

一

長
川
県
の
計
川
は
よ
り
以
上
に

一

一

ま

ず

第

一
に
凶
内
に
お
け
る
み
↑

1

7

一

れ
て
、
官
斗
し
て
き
ま
し
た
u

一

乙
の
則
符
と
過
去
十
年
間
農
業
一
の
次
が
去
の
二
倍
以
上
の
見
通
一

か
ん
の

芝

山

悩

率

三
を

よ

一

誌
の
附
豹
十
六
1
十
七

Z
一
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
肌
町
村
、
焼

誕

の

進

夕

立

一

一

一実
収
高
四
卜
七
万
ト
ン
か
ら
一ニ
十
一

，

t
一
生
産

ω状
汎
を
刷
表
て
」
よ
っ
て

一し
を
た
て
て
と
ぷ
廿
y
b

十り
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

一

-

ま
す
ま
す
進
み
、
米
は
史
上
空
前
一

』

一

一

一

日
母
子
刊
日
立
日
れ
れ
い
い
の
は
牛
乳
一
日
目
以
討
下
の
一乙
μ
日

目

片

山
一…

需
要
を
賄
え
る
か

(
八
千
三
百
万
石
)
に
は
ね
上
り

一で
、
次
に
県
民
。
畜
産
闘
品
開
に
つ

一比

較

子

。

一

川
の
市
湿
地
に
比
一
布
、
九
州
市

一

い

ま
た
、
本
年
は
前
年
を
し
の
ぐ
大

一い
て
は
牛
乳
の
み
で
な
く
、
基
本

一
乙
れ
な
み
て
も
所
得
の
仰
ひ
と
ム
プ
県
の
基
本
の

μ
ZJ人き
く

一

以
上
の
よ
う
な
住
産
計
画
に
つ

一将
来
の
還
に
対
し
て
認
者
の

出
作
で
、
農
林
刷
業
基
本
同
題
調

一問
題
調
査
会
の
測
定
に
よ
る
と
今

一後
の

霊

祭

川
の
一
山
を
つ
か

一泣
き
将
来
の
み
か
ん
陸
地
が
大
移
一
い
て

混

(
需
要
)
は
乙
れ
に
伴
一関
心
は
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
と
考

査
会
が
乙
の
五
月
に
測
定
し
た
十

一後
十
年
闘
に
は
そ
の
需
製
が
三
倍

一が
っ
こ

こ
が
で
き
は
し
な
い
で
し

↑動
ず
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
一
っ
て
い
る
か
、
別
表
五
表
の
検
討

一え
ら
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
実
繍

年
後
の
米
の
簡
盛
田
聖
千
三
百
万
ト

一に
な
る
で
あ
ろ
う
と
測
定
し
、
そ

一ょ
う
か
‘

一
ま
す
。

一
を
お
臥
い
し
た
い
。

一

を

み

る

と

逐

年

同

加

し

、
と
く
に

温
州
み
か
ん
仙
詰
は
日
本
独
特
の
あ
り
、
そ
菜
は
一
一
割
の
増
産
で

も
の
で
、
国
内
外
の
備
要
は
、
現

生

産

貨

ト
ン
ト
ン
と
な
り
二
割

在
一
千
万
柑
と
い
わ
れ
て
い
る
が
増
産
す
る
と
生
産
慣
は
マ
イ
ナ

国
内
生
県
用
の
尚
要
お
よ
び
価
格
ス
に
な
っ
て
い
る
。

の
関
係
で
、
加
工
を
制
限
し
て
い
一
し
か
レ
「
み
か
ん
は
い
い
か
も
し

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
れ
な
い
け
れ
ど
も
十
年
し
な
け
れ

ま
た
、
み
か
ん
の
相
場
の
動
き
と
一
ば
金
に
な
ら
な
い
。
そ
の
間
ど
う

し
て
そ
菜
と
比
較
し
た
場
合
、
果
一ず
る
か
が
問
題
だ
」
と
よ
く
い
わ

樹
と
く
に
み
か
ん
関
係
者
は
つ
ぎ
一

れ
ま
す
。

の
と
お
り
の
見
方
を
レ
て
い
ま
す
一
な

み
か
ん
の
値
段
は
、
さ
が
る
と
一
茂
す

そ
の
率
以
上
の
市
要
の
伸
び
が
一
り
ま
よ
び
た
ど
で
は

r
k
l
u
 

n
γ
'ゐ-
，
 

nMnu 

oFι 

計
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生

3.000 
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長崎県

(別表5)

比一分--ー~一年一[交一~ 32年 37句ミ 42年

八大消費地向 188.366 290.737 432.416 

輸 出 府] 13，000 18，795 30.993 

加工原料向 88.451 144.318 200.816 

そ の 他 251.958 312.'866 397.530 

単位=トンみかん販売計画

一み
ら
れ
て

「
も
っ
た
い
な
い
」
と

一た
ん
息
さ
れ
た
と
も
聞
い
て
い
ま

一ず。
一乙
の
一

、
二
の
例
を
み
て
も
わ
れ

大
き
く
い
う
と
、出
遁
の
南
北
、
一わ
れ
が
日
夜
眺
め
、
捗
き
回
る
山

三
十
五
度
以
内
の
線
で
、
海
ポ
か
一一段か
、
そ
れ
程
価
値
の
あ
る
も
の

ら
凶
十
キ
ロ
ま
で
が
泊
地
で
、
臼
一か
と
見
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
凶
の
樋
限
は
千
葉
県
だ
と
羽
門
一

を
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

一

国

県

て

も

補

助

に
士
宮
、
地
下
水
、
気
温
、
風
と
一

自
然
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
札
る
一

け
れ
ど
も
い
か
に
条
件
は
良
く

と
な
れ
ば
、
泊
地
が
樋
限
さ
れ
ま

一
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
み
か
ん
が
取

す。

一れ
、
も
う
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま

こ
の
よ
う
に
む
ず
か
し
い
作
物
一せ
ん
。
資
金
の
問
題
で
す
。
技
術

を
作
ろ
う
と
、
熱
心
に
労
さ
れ
五
に
は
現
在
ま
で
み
か
ん
闘
の
維

て
い
る
人
々
が
市
内
だ
け
で
も
何

一持
費
を
ま
か
な
う
に
は
「
八
年
の

百
人
か
あ
り
ま
す
。

一年
一
月
が
か
か
り
、
投
下
資
本
を
儲

「
そ
ん
な
に
大
村
は
み
か
ん
に
d
一却
す
る
に
は
十
五
カ
年
を
必
要
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
一す
る
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
が
、

み
ま
す
。

」

一

近
年
、
五
カ
年
で
維
持
費
は
ま
か

と
こ
ろ
が
伊
木
力
か
ら
主
地
を
一な
う
乙
ど
も
で
き
る
と
い
う
乙
と

求
め
て
出
作
し
て
い
る
人
が
数
人

一
で
す
。

あ
り
、
ま
だ
土
地
が
買
え
る
な
ら
一

乙
れ
に
も
唱
し
て
の
関
心
事
は

ぜ
ひ
世
話
レ
て
く
れ
と
い
う
人
は

一現
花
国
会
に
お
い
て
糾
続
審
議
中

数
多
い
と
聞
ド
て
い
ま
す
。

一の
果
樹
振
興
法
で
す
。

一
昨
年

ω正
月
に
は
東
京
農
大
正
一

乙
の
法
律
は
、
開
園
お
よ
び
共

が
二
人
「
卒
業
し
た
ら
大
村
で
み
一同
防
除
施
設
の
た
め
の
賃
金
の
融

か
ん
章
を
し
た
い

」
と
現
地
笠
通
実
き
な
問
題
と
し
て
取
り
上

査
に
き
た
大
学
生
が
お
る
か
と
思

一げ
て
い
る
よ
う
で
す
。
乙
れ
に
先

え
ば
、

あ
る
市
内
農
協
に
二
、
一三

が
け
て
県
は
果
樹
増
殖
の
た
め
に

十
町
歩
の
山
林
を
世
話
し
て
く
れ
一農
協
が
個
人
に
資
金
を
貸
付
け
る

と
県
外
の
先
進
地
か
ら
わ
ざ
わ
ざ一

場
合
、
市
町
村
と
一

し
ょ
に
な
っ

た
ず
ね
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
↑
て
、
利
子
補
給
を
や
る
制
度
を
す

ま
た
先
日
は
愛
媛
県
の
県
庁
、
農
一
で
に
作
り
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

業
関
係
代
表
者
が
、
西
大
村
の
甘
一乙
の
園
、
県
の
二
つ
の
抱
策
は
、

藷
と
養
豚
に
つ
い
て
視
察
さ
れ
た
一関
固
か
ら
共
同
防
除
施
設
、
新
櫨

折
、
雑
木
林
に
お
お
わ
れ
た
山
生
後
の
肥
料
、
農
薬
購
入
資
金
と
融

一資
対
策
は
一路
次
完
備
さ
れ
つ
つ
あ

寸
」
l
l
1
1
1
1
1
1
1一
一り
ま
す
。

'
・2
凶同
一

1
3
7
、υ
A
aE

日

u
nu
n
u
-
-

ハ
一

客
一
日射
訓
什
川
川
町
山
川
川
一一現
在
で
も
果
樹
仮
興
法
と
は
関
係

己一

一
金

制

日

川

町

印

刷

一
一
な
く
、

土
地
改
良
事
業
と
し
て
、

制

一ー

γ
1
1
11
1
1一一み
か
ん
を
植
え
る
た
め
の
開
畑
事

一

一
泊

士
業
に
は
年
三
分
五
厘
の
極
低
利
の

額
一

一
同

1
B
1
1
0一一長
期
資
金
を
借
入
れ
る
乙
と
が
で

出
一

数
一
川

1
1
6
8
M一一

hu
一

一

一一き
ま
す
。

註
寸
1

1

1

一一

市
内
の
三
十
五
年
度
だ
け
で
も

缶
一

次
一
平

一一
そ
の
資
金
に
よ
る
開
型
は
す
で
に

J
W
一
ー
一
山

作

作

山

昨

年

一
二
十
町
歩
余
り
実
施
、
ま
た
は
実

同
一

年
一
ト

?
1
3
3
3士
施
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

t

-

一
川口

-

わ大
れ村
ーて (ま
L 、ね

るら

(
三
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
ぐ
)



(三)(矛293号)

飼
育
者
の
努
力
み
の
る

り

山

-ZZE
i
r---二
川
第
十
一
回
大
一
非
情
に
刈
上
し
て
い
る
υ

一山
上
仰
い
(一二)
平
山
時
節
(
一ニ
)

A
H
医

川
村
市
商
産
共
進

一⑦
山
羊
が
例
ゅ
に
比
べ
自
11
っ
て

お

永
沼
政
(
二一
)
溺
旧
聞

(一ニ
)

t

i
l
-
口

叩
会
は
十
月
十
三一
向
上
し
て
い
る
。

一
二
等
H
金
子
真
治

(
鈴
)
楠
本

“
活

躍

一
日
4
1
前
九
時
P
一

一一件
下
(
松
)
寺
山
市
宮
山

(萱
)
毛

1
4
d
ド

十〔
乳
牛
〕

一り
げ

5

ふ・白

川
ら
い
お
同
一
川
補
助

一

一禾
等
凶
印
(
払
)福
田
平
凶
郎
(
竹
)

"d
f
グ
ラ
ン
ド
で
各一
優

等
H
入
口
二
夫
(
竹
)
愛
合

一笠
喜
一
郎

(鈴

)

護

(
松
)

藍

一
地
区
の
予
選
三
雄

(福
)
前
川
武
夫
(
竹
)

一石
川
文
一
(
福
)
出
竺

(
西
)

川

~
打

川
通
過
し
た
優
秀

一
一
等
日
岩
永
畑
英

(鈴
)
早
川
一小
川
越
治
(松
)
凶
日
伊
佐
次
(
大
)

議

官

…

畜
が
出
品
さ
れ

一好
雄
(
福
)
問
料
勝
美

(竹
)
久
一秋
凶
一
男

(竹
)
政
辺
一
担
割
(
鈴
)

白川

市
外
か
ら

ω参
一保
正
良
(
竹
)
消
本
定

(
竹
)
金
一州
本
ふ
じ
え
(
四
)
臼
岩
初
次
郎

問
者
も
多
数
つ
め
か
げ
時
大
に
閃

一

子

武

義

(

釣

)

一

(

鈴

)

辻

近

治

(

松

)

か
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
つ
ぎ
一

ニ
等

H
岩
永
初
馬

(
大
)
松
添一

一

」

一
〔
馬
〕

の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し

一豊
作

(西
)
谷
野
良

(鈴
)
中

u
一

ヒ
が
、
本
ギ
は
昨
年
に
比
べ
、
つ
一
秀
樹
(
鈴
)
福
出
出
富

(
鈴
)
浜
一優
等
日
牧
山
武
夫

(西
)

干上
一
点
化
川
一
く
に
向
上
し
て
い
た

一一一一
男
(
竹
)
久
保

堅

一
(
竹
)
山
一
一
等
H
山
下
茂
(
松
)
森
田
清

乙
と
U
1
日
乙
ろ
飼
育
者
の
み
な

一下
正
俊
竹
)
山
口
正
(
福
)
一
之
(
福
)

一

一

二
等

H
机
井
社
郎

(松
)
山
下

さ
ん
の
飼
品
質
笛
閣
の
労
力
の
た
ま
一

〔
和
牛
〕

一

一

一
色
市
(
福
)
桑
原
熊
雄
(
福
)

も
の
で
蕗
ば
し
い
こ
と
で
す
。

一

優
等
日
徳
島
力
脱

会
一
)
大
又

一f

①
乳
牛
は
全
般
に
聞
か
非
市
に
吋

一書一

(福
)
今
村
金

一
(
福
)
回
一
〔
緬
長
十
〕

上
し
て
、
優
少
の
珪
が
少
な
く
な
一原
雌
次
郎
(
大
)
杭
本
菌
作
(
凹
)
一
優
等

H
一仲
間
一比
己
(
賀
)

っ
た
。

ご

等

H
雌
州
泊
児
(
竹
)
回
国
一

一
等

U
中
村
武
(
竹
)
構
道
連

⑦
和
牛
は
肥
育
斗
の
出
品
か
非
日

一般
市
(
内
)
肌
山
作
'
λ
(
悩
)
仲
一雌
(
鈴
)
一午
回
学
(
誼
)

に
ふ
え
て
、
主
十
凶
閉
山
口
問
の
う
一
尾
大
木

(一ニ
)
森
裏
地
(
大
)
宣

ニ
等
日
上
封
一記
郎
(
宜
)
福

ち
四
寸
頭
の
山口山
いか
あ
り
、
引
が
一
永
田平
川

(凶
)
大
又
川
治

(
悩
)
一
山
川
枝

、一ニ
)
松
下
貞
議
(
福
)
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〔
豚
〕(
入
賞
者
、
順
序
不
同
)
来
年

二
月
開
催
さ
れ
る
脈
県
共
進
会

写其円高-産共進会での存査風景 J:=-.エ馬ー下ー=乳ι|二

玄
国
産
共
進
会
の

審

査

報

概

要

丘二
E二1

第
十

一
回
一
所
一
政
共
進
会
で
の

審
査
報
告
の
な
か
の
お
も
な
も

-

の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一

飼
育
背
の
今
後
の
以
併
を
則
待

T
9ると
と
も
に
準
の
北
(進
公

)

に
は
、

さ
ら
に
凶
秀
一首を
出
品

-

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
〔
乳
牛
〕
飼
育
ヰ
の
能
力
等
も

品

逐
年
高
く
な
っ
た
。
と
く
に
経

一
産
牛
は
全
般
的
に
資
自
が
良
く

司

な
り
、
体
以
も
揃
っ
て
き
た
。

」
未
経
産
牛
は
体
引
が
よ
く
、

明

と
く
に
皮
府
に
ゆ
と
り
の
あ
る 〔

重
量
運
搬
〕

入
賞
H
森
旧
轡
見
(
福
)
福
凶
米

雄
(
凶
)
山
口
義
光

(
間
)

写
真
日
ミ
ガ
ン
凶
で
悩
初
出
の
駅
除

:結市共本(実 は 山 認に般(かそこ
三成 ー )年干l:ï践なじ館さ ~J の ニ らまの
さ発本と存内のおめ賞れず議 べみ きよ
ー足の 手 、に 母 、ま 金、 る 会 lか なウ
三を大を段数体乙し化乙利で ジ んが な
さみ村に協和で のたへ乙子は 左 増ら情
iる市 ぎ Ht合あ言|一 。のに補み上殖 、勢
五 乙 柑り桶が る 画 闘 い 給か表 r 市の
..と橘 、部あ柑立 車よのん)者でも
Eが同 合 ( つ 橘実 はい議上iを存もと
よで志向各た |司お 回よ索摘すザ本に
iき会し股)志よ 転多が貨で言十年
子ま のた協は会 び を良承金 先 I函 !変お

主化た で ー 竣 し月 いゆブ来 ー 求まなのそし
き:す本、 年工 て 二三ま る Jレ存方のや い結 のた
る事音度式取 十?市 ず枚トの 、恭主再選 !Mう
i乙業庄のが上二の o ?~~ 1楠 大限く保二え
三とが の 出行げ日 松 にザイ、j村 工も場し刊に
;を 、仮足なた新の 快 1 .1:fi~ 、 事大姐1 tfi主
R析一興 はわ共段以 j訂が 附 鈴を村投 村 I¥i
三る日と快れ !日j村地 を 、の 日]は 駅を の内
もも歩足る |問題区 特天た地じ隣決胞股
ーの早調そな |徐設で び 高 め区めに定設|お
話で くをのど施事は か く三 で ま取 しにが
;す成 合も 、設業 、 せ馬台はし士山 、59;協
三 。人せの第のと十 てJj~の 、 7こを い ら議

? で万明み滅らる流 作な営 伸らたし
A はが日かで塞乙行物 形規 け び防わか
な 変 かんあ 穴と病とで棋れよ災けレ

? いら らをりをにでの惟のどう常で川
でなの留 ま jft]!な あ 比進拡も と段は !直
し く仕えするつり較さ大こしのあは

寺 ょて事る。乙た 、検れ 、れて技り ま
う はの以 とら花 討る共 にい 術ま っ
かい 手上 と そ火をか同民IJ ま体せた
露 o ~ }面、 な れ線無、化 1;む ず系んく
廿 札 、 当 りと 寄視まがす。の。 解
謀 ¥t-i 考然 、 そでしたどる 芽乙!?当

破自終た他ん 経 はれし

(
二
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
)

十
一
月
三
十
日
ま
で
に
納
脱
さ

一

納
期
は
十

一
月
一
日
か
ら
は
じ

一
れ
な
い
と
日
歩
三
銭
の
利
子
税
が
一ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
と
く
に
七

一
か
か
り
閣
を
す
る
乙
と
に
な
り
ま
一月
の
第

一
期
を
お
く
れ
て
納
税
さ

一す。

一れ
た
か
た
や
、
納
税
貯
蓄
組
合
員

十

一
月
は
所
得
税
第
二
期
分
の

一
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
一
去
年
か
ら
所
得
が
減
少
し
て
第
一
で
貯
帯
額
に
不
足
を
空
じ
た
か
た

納
脱
の
月
で
す
。
商
工
業
者
の
か

一き
、
十

一
月
三
十
日
ま
で
に
必
ず
一二
期
分
の
納
税
が
困
難
と
な
る
場
一は
、
早
目
に
資
金
繰
り
を
検
討
し

た
は
所
得
税
と
事
業
税
の
納
期
が

一も
よ
り
の
郵
便
同
ま
た
は
銀
行
で
一
合
に
は
、
十

一
月

一
日
現
在
で
所
一必
ず
期
限
ま
で
に
完
納
で
き
る
よ

重
な
る
た
め
、
い
さ
さ
か
気
の
重

一納
税
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
一但
刊
を
見
積
り
、
十
五
日
ま
で
に
所
一う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い。

い
月
と
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
納
税
」
い
い
た
し
ま
す
。

得
の
減
少
を
裏
付
け
る
資
料
を
添
一

(
諌
早
杭
務
署
)

え
更
正
の
一
請
求
智
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
調
査
の
う
え
第
二
期
分

の
納
税
稲
帯
決
め
る
乙
と
に
な
り

ま
す
。

山
羊
、
県
共
準
会
で
優
勝

賞

金

化

の

動

き

は /¥弘

十
月
八
日
島
原
市
で
開
か
れ
た

所
得
税
才
二
期
分
の

納
税
は
必
ず
期
限
内
に

長
崎
県
山
中
平
共
進
会
で
つ
ぎ
の
か

た
が
大
村
市
代
表
と
し
て
出
品
、

優
勝
し
ま
し
た。

【
種
牝
牛
】

田
昌
熊
市
(
凶
)

天
見
制

(大
)
市
川
口
久
雌
(
凶
)

大
叉
幸

一
信
佃
)
大
又
靖
次
(
福
)
一
中
尾
保
彦

(
大
)
赤
匡
一

(福
)

料
の
不
経
前
な
ら
び
に
繁
矧
へ

る

よ
う
な
飼
い
万
を
し
た
も
の

の
障
害
等
が
考
え
ら
れ
る
の
で
運
動
の
不
足
と
過
肢
の
も
ん引
が

飼
整
色
理
に
注
意
す
る
こ
と
。
あ
っ
た。

肉
牛
は
若
命
肥
育
牛
が
多

く

〔

緬
羊
〕
一
番
手
に
お
い
て

コ

出
品
さ
れ
て
い
た
。
京
ヰ
ロ
坦

リ
デ
1

ル
極
と
し
て
望
ま
し
い

も
の
が
多
か
っ
た
。
今
後
の
改
定
上
、
体
出
、
資
自
の
不
揃
い

五
四
1
五
六
番
手

ωも
の
が
揃

良
点
は
全
般
的
に
体
制
め
発
育
が
見
ら
れ
た
。

っ

て
き
た
が
、
毛
針
山
改
部
を

と
乳
器
の
改
良
に
重
点
を
お
き

〔
馬
〕
上
位
と
下
位

ω品
目
L

要
ダ
る
。
ニ
才
以
上
の
も
の
よ

p

・
p

・

p

-

L

1

1

3

り
、
今

作

仔

州
山中
に
と
く
に

J
J亥
乞
攻
一
」7
乞

1
1
1リ
良
い
も
仰
が
見
ら
れ
た
。
比
較

メ
一
ネ
U
G
d己一
J
3
5
4
H一ノノイ
的
粗
飼
料
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
午
毛

運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
大
き
い
誌
が
あ
り
、
下
位
日
体
と
市
内
仏
住
産
が
で
き
る
り
で

す

る

乙

と

。

川

出

や

栄

護

か

説

く
、
歩
様
に
雌
飼
育
者

ω努
力
が
必
裂
。

〔
和
牛
〕
発
育
は
良
好
で
体
柏
点
が
あ
っ
た
。

(

山
羊
J

本
年
は
格
段
の
進
歩

に
富
ん
で
い
た
。
種
牝
牛
は
発

(

種
豚
〕

日
常
の
飼
務
官
叫
一L

が
見
ら
れ、

揃
ゥ
て
良
い
も
の

育
の
悪
い
も
の
、
資
質
不
良
の
昨
年
よ
り
相
当
の
進
歩
が
見
受
が
出
品
さ
ハ
た
。
体
制
叩
の
不
足

も
の
が
あ
っ
た。

け
ら
れ
た。

な
か
に
は
体
問
む

な
も
の
は
当
才
極
付

出
弊
警
が

過
肥
の
も
の
に
つ
い
て
は
飼
く
ず
れ
た
も
の
、
肉
豚
を
育
て

ま
だ
あ
る
こ
と
を
不
し
て
お
り

ま
万
が
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な

-

習
慣
を
な
お
し
て
、
ま
ず
体
姻
↑

を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
て
い
た

叩

だ
き
た
い
。

時

〔
種
刻
〕

他

ω地
借
で
は
到
底

↓

見
ら
れ
な
い
品
質
の
も
の
が
多

-

く
出
品
さ
れ
た
。
と
く
に
単
冠
一

白
色
レ
グ
ホ
ー
ン
極
に
お
い
て

品

は
卵
肘
閣
の
拍
徴
で
あ
る
軽
快

↑

優
美
な
休
山
一
ωも
の
が
多
か
っ

引

た
。

民

体
軍
の
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
一

な
い
も
の
が
多
く
体
型
も
ま
だ

-

伸
び
切
っ
て
い
な
い
も
の
も
見

「

受
け
ら
れ
た
。

帽

貯
め
合
っ
て

励
ま
し
合
っ
て

完
納
へ

〔
鶏
〕

優
謹
寸
日
山
本
米
作
(
賀
)
松
山

界
(
松
)
繰
戸
三
郎

(
大
)

和

牛
、
県
共
進
会
へ
出
品

一
等
H
平
野
政
武
(
竹
)
二
落
、

付
近
議
光
(
西
)
二
帯
、

小
玉
久
十
一
月
十
三
、
十
四
日
佐
世
保

子

(
竹
)
平
野
源
治
(
竹
)
永
田

一市
早
岐
高
校
で
開
か
れ
る
第
四
回

清

(回
)

一畏
州
県
和
牛
共
進
会
へ
大
村
市
代

ニ
等

H
井
川
倉
一

(
西
)
平
野
一表
と
し
て
つ
ぎ
の
と
お
り
出
場
し

源
治

「竹」

井
川
弘

(四
)
小
玉

一ま
す
。

久
子
(
竹
)
池
口
消
作

(福
)
久一

【
肥
育
牛
】

徳
崎
力
雄
、
お
永

保
川
万
里
(
西
)
山
本
栄
作
(
福
)
一
憲
政
、
平
山
勝
政
、
湯
田
問
、
山

駒
木
宜
俊
(
竹
)
尾
附
国
市
(竹
)
一
上
強
、
中
一
尾
大
太

(い
ず
れ
も
三

清
原
て
る
子
(
大
)
一
浦
)
捌
本
喜
作
(
西
)
今
村
金
市

(
福
)
富
永
孝
市
(
西
)

-

-

-

-

-

-

-

-

n

松

原

く

ん

ら

に

い

.
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日

FH
荊
を
中
化
合
せ

い-

-
e
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松
原
地
区
で
は
、
似
例
の
お
く
一く
乙
と
。
⑦
夜
間
お
そ
く
訪
問
を

ん
ち
が
、
十

一
月
十
五
、
六
日
八
一止
め
る
こ
と
。
な
と
を
申
し
合
せ

附
川
社
を
川
乙
に
行
な
わ
れ
る
乙

一地
区
民
は
じ
め
市
民
の
押
さ
ん
h

と
に
な
り
、
十
五
H
に
は
、
…
治
一協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

制
作
、
余
問
、
十
六
日
に
は
、
市
一

(
松
原
州
人
会
、
青
年
凶
)

川
行
年
間
対
抗
相
同
な
ど
、
多
彩

一

な
行
事
が
併
さ
れ
ま
す。

一

松
原
銅
人
缶
、
宵
年
同
で
は
、
一

新
生
活
運
動
の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
一

①
な
る
べ
く
無
駄
な
飲
食
を
は
ぶ
一

左

右

安全交通で

明るいまち

lま

lま

人

車



へそ
れ
は
同
氏
が
選
挙
泌
を
守
ら
は
一

乙
の
一
束
を
自
分
の
倍
ず
る
人

一
勺

一い
ζ
と
な
じ
て
い
る
か
ら
で
す
一に
投
ず
る
の
は
、
わ
た
し
た
ち
の

一
一

ぺ.• 

2
・~

【
と
い
】

小

な
く
て
走
れ
ま
せ
ん
し
、
折
倒

り
に
パ
ラ
ス
を
使
用
し
て
い
る

ω一川
利
は
附
入
し
て
は
お
り
ま
…

一
正
め
ら
ハ
た
肇
庄
は
あ
ぐ
ま
一週
仰
を
託
ヲ
る
と
と
と
同一レ
乙
と
一
…
…

沼
吋

…
生
は
泊
附
の
側

し
て
ケ
ガ
J

付
さ
れ
た
か
た
も
大
所
は
あ
り
ま
せ
ん。

パ
ラ
ス
を
せ
ん
。

市
の
川
一
F

相場
の
も
の
で

一

一で
も
守
っ
て
、
迎
一
長
お
な
い
き
一な

ωで
す
。

乙
の

一
京
乙
そ
、
う
一
w

~

日
町

叫
に
屈
は
し
て
い
勢
い
ま
す
。
多
量
に
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
す
。

…

一
v

川

r
k
l
山

一れ
い
な
禅
宗
で
会
る
よ
う
に
、

一か
つ
に
は
で
さ
ぬ
、山
去
に
火
山
な

一
一
一

等
逗

…
ま
す
。
最
近
、

な
ぜ
、
か
よ
う
な
無
駄
と
も
う
に
、
パ
ラ
ス
業
者
と
約
束
で

①
恥
利
道
で
も
舗
装
道
で
も
は
…

一お
互
い
に
労
力
し
ま
し
ょ
う

一也
の
な
の
で
す
ω

一
一
〈

M
U
一
甫
で
は
道
附
改

思
わ
れ
る
パ
ラ
ス
長
か
れ
る

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
の

。

断
乙
つ
噴
き
ボ
コ
仰
)は
つ

…

一

一

一
一

ru
一
修
に
パ
ラ
ス
を

の
で
し
ょ
う
。
官
重
な
っ
て
小
市
長
と
自
身
で
く
ま
な
く
大

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
一

一

主

権

と

こ

の

一

票

一

政

治

を

す

る

こ

…
一
一

一

市

…
般
か
れ
ま
し
た
生
の
志
よ
り
露

完

2
2バ
イ
ク
で
な
り
、
自
転
車
程
度
の
出
で
す
高
い
所
は

…

一

一

と

を

信

託

す

る

こ

川

d
l
i
s
t
-
--

が
、
般
か
れ
た
く
な
り
、
雨
の
日
な
占
は
防
ぎ
で
な
り
、
ど
覧
に
な
っ
て
、
わ

逐
次
処
は
し
た
い
と
思
い
ま
す

…

一

h
7
二
Y
A
F
-

t

り
J

し

う

々

ー

し

一
わ
た
く
た
ち
が
平
等
に
持
っ

て

一

一

一
後
は
ロ
ー
ラ
ー
で
任
し
な
い
で

④
ロ
ー
ラ
ー
は
、
い
ち
い
ち
か

一

…
関

一
日
仁
は

い

け
一

え
ま
し
ょ
う
。

一日

目

川

目

白

石

川

口

日

れ

ど

訂

正

で

日

目

U日
比

一
一

M
M
H話
時

遁

路

の

砂

利

散

布

に

つ

い

て

野

口

十

九

品

川

口

一

一
位

?

な
わ
い
ヱ
つ
じ
一

選

挙

し

治

一う
な
こ
と
に
も
な
り
か
ぬ
な
い
の

一と
を
出
版
に
表
わ
す
も
の
で
す
。

一
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
代
表
量
び
二
そ
の
た
め
、
自

動

車

が

通

る

た

を

取

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
砂

一

一
ス

w
三

、
公
州
出
品
一
平

乙
と
が
大

υ
J。
ス
ポ
ー
ツ
で
一

〉

7

一で
す

。

一

一

一
び
に
、
パ
ラ
ス
が
軒
下
こ
散
ら
ょ
う
が
な
く
、
弱
っ
て
お
り
ま
れ
わ
れ
の
納
得
の
行
く
問
答
を

利
は
路
線
別
に
割
当
て
て
、
年

…

…ul一
川
等
民
間

2一も
、
ル

ー
ル
与

ら

な
い
反

1
1
T
Jく
川
な
オ
な
ふ

一
平
和
と
H
山
を
投
ず
る
人
々
は

一

あ

や

つ

ら

れ

て

は

た

い

へ

ん

で

ず

一

γり
ぎ

、
時
と
し
て
は
ガ
ラ

す

0
2
2
2
1
2監を
実
行
し
て
い
ま
す

一

…
同

一

…

民

主

山

一許
さ
れ
ま
せ
ん
ま
し
て
民
主

U
U
U
U
H
H日
日

目

立

b

一
…
ス

老

舗

し

安

眠

す

る

乙

パ

ラ
ス
は
無
料
で
も
な
は

1
40
(廿旬
、

町
乙
の
よ
う
な
こ
と
は
名
前
と
…

を

…
舎
が
進
め
ら
川
一け

れ

伝

説

ピ

山

一ん
ω

わ
た
し
た
ち
の
を
く
ら
し
を

一

E
Zえ
ま
し
ょ
う
。

一

、

1
1
j
l〉

一
…

と

院

九

れ

い

て

お

イ

百

十

時

計

L十
門

て

y
L
'つM
M
m
M
UU

詰
1
…

一
純

一

一

掛

け

町

一日

日

ば

な

ら

な

一

山

一

一

一
昨

計

一

九

?

?

一

み

阿

渦

同

州

川

本

一
一

性

三

日

許

可

μHu--注意し山内
叩
よ
っ
て
J
枯

れ

れ

ゴ

…
を

孝

正

レ
く
す
る
一
一
選

挙

と

民

主

政

治

…
一

一

一

、

(

〈

一

;
;
!
;
j
j
j
i
;
j
j
j
j
j
j
j
j
j
;
;

一
言

竺

乙
と
に
よ
っ
て
、
一

一

選
挙
の
け
が
れ
は

一

選
挙
法

%

、
た
と
え
ば
同

一

¥
ム
¥

ー

、

γ

ρ

一乙
の
代
表
に
は
治
を
す
る
こ
と
を

一
わ
た
し
た
ち
は
洋
服
云
喧
つ

一て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
誰
に
投
票
一た
の
で
す
が
、
い
ま
で
は
置
と

;

上

政
事
よ
り
立
派
一

選
定
民
正
法
の
基
礎
に
な
一

議

会

主

Z
Z
E
4
2
2
s
i

h
τ
恨

A
f
一
信
託
す
る
も
の
で
す
。

一の
に
も
、
害
者
え
、
埋

ま

一し
た
か
は
決
し
て
わ
か
ら
な
い
と
く
ら
べ

、

む

ら

;

凶

し、

な
も
の
に
し
、
こ
の

2、
も

一る
も
の
で
す
。
選
挙
が
う

ま

く

い

一

を

ま
ね
く

…一
と
に
よ
っ
て
示
で
も
裂
が
ふ
え
一

O
f
」
戸
伶

F
サアJ
一

も
し
信
託
し
た
代
表
選

か

っ
一び
、
服

悲

し
ら
べ
、
値

段

差

と

に
な
っ
て
い
ま
ず
か
ら
、
候
補
一選
挙
格
差
し
く
行
使
し
て
い
ま

っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
国
に
し
不
な
く
て
は
、
民

主

政

程

変

一

一番
り
は
、
塁
走
は
な
か
な

一

j

T

lμ
やし
¥
J
1
1
1Q

一た
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
代
表

一え
て
か
ら
決
め
る
の
で
す
。
選
挙

一者
の
通
話
な
と
か
ら
誰
に
投
票
一

一

一

一

一

c
i--汁
可

r

一

一

一

す
。
有
権
者
の
数
も
男
世
よ
り
多

ょ
う
と
い
う
運
動
で
す
o

一ガ
タ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
選
一
選
挙
が
正
し
く
行
な
わ
れ
な
い

一か
、
な
く
な
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
一

E

W

(
一こ
よ
る
思
い
政
治
に
苦
し
ま
な
け

一の
投
票
は
、
誌
を
買
う
の
と
で

一し
た
か
す
ぐ
わ
か
る
な
ど
と
お
ど
一

-

一

一

一

く
、
過
去
の
投
票
率
を
み
て
も
男

3
4
3
3
3
0
3
リ
H4FURri--I
C
2
4
3
0
:
hVH
H
o
t
uvuu
j
;ぃ

一れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
選

一は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど

一か
さ
れ
た
り
、
圧
力
を
か
け
ら
れ
一

一

一竹

下

聖

書

住

宅

)

一

大

市

通

り

岡

田

小

一
)
去
ア
玄
の
時
こ
そ
は
、
他
人
の
甘
い
三

重
大
な
乙
と
な
の
で
す
。
そ
れ
は

一た
り
す
る
乙
と
が
あ
っ
て
も
、
心
一位
の
そ
れ
に
す
ま
せ
ん
。

誘
惑

一

』

!

1
11
11
11
lJ

一
言

寺

版

2
2
7シヨ
リ
プ
同
(
徳
川
正
明
)
工
業
や
誘
惑
に
の
せ
ら
れ
て
し
ず

一豊
富
家
の
わ
た
し
た
ち
に
一配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
投
一
の
多
い
震

で

す

が

、
ど
婦
人

一

一

有

功

町

総

代

と

優

良

一

一大
陸
茂
樹
(
弥
理
郷
)
一
田
町
二
班
凶
(
問

主

主
か
に
じ
っ
く
り
と
考
え
て
投
票
し

一と
っ
て
は
、
宗
に
ひ
び
く
大
事

一京
の
秘
併
は
絶
対
に
守
ら
れ
て
い

一だ
け
は
、
ふ
り
か
え
っ
て
恥
じ
な

一

一

句

t
H
T
K長
ノノゾ

一

一
〔
松
原
〕

川
議
(
凶
の
郷
)

石

市
地
千
代
見
)
栄
町
五

間

一ま
し
ょ
う

く
ら

L
を
よ
く
す
る
た
め
に

柄
え
ら
び
は
着
物
以
上
の
慎
重
さ
や
一
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長
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で
表
彰
さ
札
る
へ
た
ち

(前川刈
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(悶)

婦

人

と

選

挙

権

(大
村
市
選
挙
管
理
委
員
会
)

ど
附
人
は
戦
後
に
選
挙
権
を
得


